
鎮
守
・
碑
壊
蒔
社

元
旦
桑
の
お
知
ら
せ

今
年
も
蜜
月
,
少
毛
く
宅
り
∵
年
の
瀬
の
慌
し
い
生
橋
珍
奇
目
こ
の
頃
、
町
内
の
皆
様
に
は
桑
々

ご
健
勝
に
て
ご
掩
躍
の
こ
と
と
お
察
し
定
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
喜
よ
り
鎮
守
・
碑
凝
神
社
の
諸
行
事
に
は
、
ご
協
力
を
始
り
ま
す
事
に
有
り
縫
く
蒔
く
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
今
寺
四
年
の
元
旦
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
本
年
の
摂
ぎ
と
し
で
雅
義
を
敬
い

二
陽
春
轟
の
泉
】

に
望
み
を
託
し
\

平
穏
善
事
を
新
年
を
卸
一
家
お
揃
い
で
お
迎
え
珪
素

ま
す
事
は
広
く
奇
人
の
念
願
と
す
る
所
で
あ
り
さ
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
窒
神
社
で
は
令
を
四
年
に
お
け
る
町
内
寄
様
の
宴
会
と
繋
崇
を
祈
念
す
る

元
旦
奉
を
裏
垂
の
記
載
と
お
り
挙
行
い
た
し
ま
す
。

縫
美
)
同
、
曹
操
の
ご
奉
拝
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
俺
か
ら
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
生
り
ま
す
。



【
目
時
】

二
月
一
目

手
前
零
時
よ
れ
リ
ヰ
前
二
時

手
前
七
時
よ
白
=
′
手
緩
三
時
ま
、
、
て

【
場
所
】

お札・破魔矢・お守り

濠
神
社
辞
儀

・
碑
凝
袴
社
神
符

・
大
塩
皇
大
神
宮

・
媛
魔
兵
・
お
守
り
値

・
塩
手

・
お
み
ノ
\
上
し

六
〇
〇
円

一
二
〇
〇
円

一
〇
〇
〇
円

七
〇
(
)
円
葛

五
〇
〇
円

一
五
〇
〇
略
▼
∴
五
〇
〇
日

一
〇
〇
円

*

毛
お
、
本
年
を
ほ
斬
撃
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
た
め
嚢
付
及
び
碑
紳
簿
、
破
魔
矢
享

の
蝦
夷
は
、
手
前
二
時
か
ら
七
時
ま
で
お
疎
み
を
議
い
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
岡
は

通
常
の
ご
奉
拝
に
で
、
毒
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
を
三
年
十
二
月
吉
電

違
一
孟
珪
素
町
内
会
長

官
連
繋
人

草
頭
縫
代

楕
∴
本
∴
∴
∴
害

鳥
∴
均
∴
∴
正

美


